
【出来上がりサイズ】
（約）縦 9.5cm× 横 11cm

ぺたんこがま口
口金の付け方 ～縫い付け口金タイプ～

craftrecipe

① 実物大型紙を使用して、
　 表布と裏布を各２枚裁ちます。

② 表布と裏布をそれぞれ中表にあわせ
　 底部分を縫います。（縫い代 5mm）

③ 表布と裏布を中表にあわせ返し口を残し縫います。
 　表に返し、口部分を１周縫います。

口金の付け方【縫い付け口金タイプ 3-1】

生地が厚い時など、カーブ部分に
切り込みを入れておくと表に返す時キレイです。

材料

表布・裏布　（20cm×35cm）
がま口  口金縫い付けタイプ  9cm 丸型
ミシン糸 #60
刺しゅう糸 or 手縫い糸

各 1 枚
1ヶ
1ヶ
1ヶ

用具

・チャコペン or ペンシル（水で消えるタイプ）

・はさみ・刺しゅう針 or 手縫い針
・ミシン・ミシン針（11 番）

【適宜使用】・アイロン・マチ針・目打ち  etc.

作り方

1 本体を作る

5mm

裏布（裏）

裏布（表）

表布（裏）

表布（裏）

返し口
（約 5 cm）

裏布（裏）
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裏布

裏布

表布

柄生地は、向きなどにご注意ください

縫い代は割ります。

裏布（表）

表布（表）



2 口金を取り付ける
① 口金と本体の中央を合わせ、口金の溝に差し込みます。

最初の玉結びが
見えないように
内側に隠します！

本体が口金に入りにくい時は
目打ちを使うと差し込みやすいです。

生地が厚くて力がいる時は、
シンブル ( ゆび抜き ) を使うと便利です。

縫い終わりの玉止めは
内側で隠れるようにすると◎

端までいったら
戻ります

③ 端まできたら、反対側の端まで
　 縫いながら戻ります。

② 刺しゅう糸（２～３本どり）で端から
　 並縫いをするように縫います。

口金のカーブ部分は、
中に入る生地が浅く
なりやすいので、
引き上げながら
しっかりと縫います！

口金の付け方【縫い付け口金タイプ 3-2】

口金と本体がはずれやすいので
中心＋数か所、口金が抜けない
程度に仮止めすると◎

反対側も同様に仮縫いで止め、口金を
閉じズレがないか確認しましょう。

ちょこっとひと手間でキレイに仕上がる！？

あとで取りやすいように

玉止め無しでＯＫ！

表布（表）

表布（表）

表布（表） 表布（表）

表布（表）
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ココ

２～３本どりで縫う場合、片方の糸が
浮きやすいので糸の引き具合に注意！注

刺しゅう糸２～３本どり？

刺しゅう糸は６本の糸が一束になった糸です。
そこから必要な本数を引き抜き使用します。

①刺しゅう糸を太い１本のままカット。
40cm くらい
使いやすい長さで OK

２本どりの場合は
『わ』にしてもＯＫです。

②必要な本数（２本）引き抜きます。

③抜いた糸を
　キレイに揃えて
　使います。

拡大

２本 どり の 場 合



5cm
check

動画はこちら→

④ 反対側も同様に縫い止めたら
　 出来上がりです。

口金の付け方【縫い付け口金タイプ 3-3】

★ 完 成★

※口金 9cm 縫付タイプに
　付属の型紙と同サイズです。
   （タックを削除しています）

100％で印刷後、
上の線が５cm か
確認してから
ご使用ください。

ぺたんこがま口
口金の付け方 ～縫い付け口金タイプ～

がま口  口金縫い付けタイプ  9cm 丸型

縫い代 5mm

縫い付け方をアレンジ!!

縫い付けタイプの口金は、縫い方を変えるだけで
色々なイメージに仕上がります★

他にも、糸の色を変えたり、ビーズを通したり…

返し縫いで縫い止めながら、
星止めの要領で裏側の糸を小さ
く出すと、目立ちにくくなります。

＊裏の縫い目を少なくしたい時は＊

クロスジグザグ
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表は並み縫いと
同じ感じ


